
研究課題名「医学部教育改善のための教学データ活用に関する研究」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

・名古屋大学医学部医学科の学生および卒業生 

※名古屋大学医学部医学科の学生および卒業生は、教学データが利用可能な 2020年以降～の入学生を対象とする。 

・名古屋大学関連病院での勤務を希望する医学部生、研修医、産婦人科医 

・名古屋大学関連病院の研修医、産婦人科医 

・名古屋大学附属病院産婦人科の医員・教職員 

・名古屋大学大学院医学系研究科の大学院生 

※名古屋大学関連病院：愛知県がんセンター、あいちしょうに保険医療総合センター、渥美病院、安城厚生病院、稲沢市民病

院、大垣市民病院、岡崎市民病院、春日井市民病院、可児とうのう病院、刈谷豊田総合病院、岐阜県立多治見病院、公立陶生

病院、公立西知多総合病院、小牧市民病院、静岡済生会総合病院、聖霊病院、総合犬山中央病院、総合上飯田第一病院、大

同病院、知多半島総合医療センター、知多半島りんくう病院、中京病院、中部労災病院、津島市民病院、土岐市立総合病院、ト

ヨタ記念病院、豊田厚生病院、豊橋市民病院、豊橋医療センター、中津川市民病院、名古屋医療センター、名古屋掖済会病

院、名古屋記念病院、名古屋セントラル病院、日赤愛知医療センター名古屋第一病院、日赤愛知医療センター名古屋第二病

院、西尾市民病院、ばんたね病院、碧南市民病院、名城病院 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

本研究は、名古屋大学医学部および関連施設における産婦人科教育・研修の質をより高めることを目的としています。

近年、大学などでは「Institutional Research（IR）」と呼ばれる、教育の現状を客観的に分析し、改善に活かす取り組み

が進められています。医学教育分野でも、教育の成果をデータに基づいて評価し、教育の質を継続的に向上させること

が求められています。産婦人科領域では、学生や研修医、専攻医がどのように知識・技術・態度を身につけているかを、

これまで十分に体系的に分析する仕組みがありませんでした。そこで本研究では、名古屋大学産婦人科に「IR（教育情

報分析）」の仕組みを設け、学生から専攻医に至る教育・研修データを幅広く収集・分析し、教育効果を客観的に評価し

ます。具体的には、縫合手技や臨床判断力などの技能面、チーム医療への貢献やプロフェッショナリズムなどの態度

面、さらに試験成績や進路選択などを多面的に検討し、教育改善につなげることを目的としています。 

 

研究方法： 

本研究では、これまで通常の教育活動で収集されている情報（授業アンケート、試験成績、実習記録、研修修了状況、

症例経験数など）を活用します。新たに採血や診療データを取得することはありません。これらの教育データを匿名化し

たうえで統計的に分析し、学習成果と教育環境・研修経験との関連を検討します。また、アンケートの自由記述などから

得られる意見を質的に分析し、教育現場での課題や改善点を明らかにします。研究は長期的に行い、得られた結果を教

育プログラムの改訂や指導医教育に活かします。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2040 年 3 月 31 日 



 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

カリキュラム評価(IR)委員会にて実施した各種アンケート調査結果、学生の出身地・入試枠などの属性、入学試験の成績、全学

共通科目・専門科目・臨床実習・CBT・OSCEの成績、医師国家試験の成績、卒業後の進路、初期研修、産婦人科専攻研修に

おいて経験した症例や各施設における公開されている手術件数などの臨床情報等 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。ご希望があれば、他の研究対象者の個人情

報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。また、

情報が当該研究に用いられることについて対象の方もしくは対象者の代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象とし

ませんので、下記の連絡先までお申出ください。その場合でも対象の方に不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

名古屋大学大学院医学系研究科 産婦人科/総合医学教育センター 

病院講師・吉原 雅人 

住所 愛知県名古屋市昭和区鶴舞町 65番地 医系研究棟 1号館 5階 

直通電話番号：052-744-2261 

FAX番号：052-744-2268 

 

研究責任者： 

名古屋大学大学院医学系研究科 産婦人科 

教授・梶山 広明 


